る ことと はまる でべ つの、 へんてこな こと をい うのが 

くせだった からで ある。 三人 は、 なによりも、 その 賞 

品に 注意 をむ けた。 

つややかな 皮 をう すくむ くと、 すぐ 水分の 多い きび 

色の 果肉が あらわれて きそうな、 形の よい かきで ある _ 

ひゃくめ 

みな は それ を、 百匁が きとい つてい る。 このへん でと 

れ るかき のうちで は、 いちばん 大きい うまい 種類で あ 

やしき 

る。 音 次 郎君の 家の ひろい 屋敷に は、 かき や、 みかん 

や、 ざくろな ど、 子どもの ほしがる くだものの 木が た 

くさん ある。 音 次 郎君が きみょうな 少年で あるに も か 

かわらず、 友 だち が 音 次 郎君 のと ころへ 遊びに いくの 



「つめたい な あ」 

みうち 

足から 身内に あがって くる 冷気が、 しぜんに 三人に 

いわせる のであった。 

かきが ほしいだ けではなかった。 いまじぶん、 おし 

り を まくって 水に はいる ことが、 おもしろ いのだった- 

そこで 三人 は、 上で 見て いる 音 次 郎君に いわれる まで 

もな く、 まん 中 あたりまで はいって いった。 案のと お 

リ だった。 水 は ひた ひたと はい あがって きて、 久助君 

のおへ その 一 センチば かリ 下で とまった。 

三人 は、 むきあって 立って、 じぶんの へそ を あらた 

めて ながめたり、 ひとのへ そ を 観察したり、 じぶんた 



そった。 久助君 はび つくりし たが、 同意して 出かけた。 

薬 は、 アスピリン という、 よく 熱 をと る 薬 だそう であ 

る。 兵 太 郎君 は かぜをひ いたのが もとだから、 この ァ 

ス ピリンで 熱 を とれば、 すぐな おってし まう と、 音 次 

郎君 は、 医者の ように 自信 を もっていった。 ほんとう 

にそう だと、 知らない くせに 久助君 も 思った。 それに 

しても、 それほどよ くきく 薬なら、 なぜ も つ と 早く 持つ 

ていって やらなかった のだろう。 やがて、 いつも は 通 

じょう ねんじ どべい 

ら ない 村 はずれの 常 念 寺の 前にき た。 常 念 寺 の 土塀の 

西南の すみに、 小さな 家が 土塀に よりかかる ように、 

(事実、 すこし かたむい ている) 建って いる。 それが 兵 



それが 多く、 いっそう ひどくな つた。 こんなつ まらな 

い、 いやな ところに、 なぜ 人間 は 生まれて、 生きな け 

れ ばなら ぬの かと 思って、 ぼんやり 庭の 外の 道 をな が 

めて いる ことがあった。 また、 つめたい 水に わずか 五 

分ば かリ はいって いただけで、 病気に かか リ 死なねば 

ならぬ (久助 君に は、 兵 太 郎君が 死ぬ としか 思えな かつ 

た) 人間と いう ものが、 いっそう みじめな、 つまらな 

いものに 思える のであった。 

三 学期の おわりごろ、 ついに 兵 太 郎君が 死んだ とい 

うこと を、 久助君 は 耳に した。 べんとうの あと、 久助 

君は教 だんの わきで 日な た ぼつ こ をして いた。 すると 



や ぎ 

すると 遠い ざわめき のなかに、 ひと 声、 子 山羊の 鳴 

き 声が まじった の を 聞きと めた。 久助君 は しまったと 

思った。 生まれてから まだ r 一十 日ば かりの 子 山羊 を、 

昼間 川上へ つれていって、 こん 虫 を 追つ かけて いる 

うち、 つい 忘れて きて しまったの だ。 しまった。 それ 

と 同時に、 子 山羊 は ひとりで 帰って きたの だと 確信 を 

もって 思った。 

久助君 は、 山羊 小屋の 横へ かけだし ていった。 川上 

の 方 を 見た。 

子 山羊 は、 むこうから やってくる。 

久助 君に は、 ほかの もの はなに も 目に はいらな かつ 
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